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This paper further develops the research topic discussed in  
"Investigation for International Education Programs in the 
Field of Environmental Design" published in 2013 on this 
Bulletin of Kobe Design University. 
During the academic year 2013, we participated in two 
international workshops: LandWorks Sardina in Italy, and 
the workshop of EMiLA (European Masters in Landscape 
Architecture) Summer School held in France.  While the 
LandWorks focus on the realization of on-site projects, the 
EMiLA workshop deals with the problems of wider areas.  
The unique educational system of EMiLA as the common 
program of 5 schools from different countries in Europe is 
also investigated. 
In this paper, after the explanation of the two workshops 
mentioned above, a comparative analysis is made from the 
viewpoints of the administration and the relation to the 
educational systems.  The differences of the two workshops 
provide a range of possibilities regarding the organization of 
similar international workshops and the incorporation of 
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1）LandWorks Sardinia 2013 














	 本学からは 2 名の大学院生が参加して、ランドスケー
プの特性分析からインスタレーションの制作に至るまで
の一連の作業を経験した。また、最終講評会には、本学の
教員 1 名がゲストクリティックとして参加した 1）。 



































写真 1	 インスタレーションの例（Chris Phongphit チームの作品） 
 
2）EMiLA サマースクール 2013 
	 EMiLA （ European Masters in Landscape 
Architecture）は、ランドスケープデザイン分野における
ヨーロッパの主要な 5 大学 2）が共同で運営する修士レベ
ルの教育プログラムである。EMiLA サマースクールは、
その 2 年間の教育プログラムに組み込まれた、1 年目と 2
年目の間の夏に実施される約 10 日間の集中ワークショッ
プである。2009 年から毎年実施され、2013 年は ENSP







神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 4 」（ 共 同 研 究 ） 
 
地方を対象地として開催された。EMiLA に加盟する 5 大
学の他、日本から神戸芸術工科大学 3）、オーストラリア
から RMIT（Royal Melbourne Institute of Technology、
ロイヤルメルボルン工科大学）、中国から北京大学の 3
校が、EU 域外からの招待校として参加した。 
	 2013 年のサマースクールのテーマは、「Energy Scape 
in a cultural landscape （文化的景観とエネルギー）」


















































係を考察する。LandWorks は、イタリア Sassari 大学
MMLU（Master in Mediterranean Landscape Urbanism）















EMiLA の場合、Summer School で 5 単位を取得するに
は、ワークショップでの 80 時間の参加以外に、60 時間の
事前学習とレポートの提出が必要であり、正規のカリキュ
ラム全体の中に位置づけられている。 











1) 参加学生：総合デザイン専攻修士課程 1 年（当時）井
垣量子、同柴田塁斗。参加教員：川北健雄。 
2) Amsterdam School of the Arts; Amsterdam 
Academy of Architecture 、Universitat Politècnica de 
Catalunya 、 Edinburgh College of Art 、 Leibniz 
Universität Hannover、École Nationale Supérieure de 
Paysage Versailles/Marseille の 5 校。 
3) 参加学生：大学院総合デザイン専攻修士課程 2 年（当
時 ） 王 揚 、 博 士 課 程 1 年 （ 当 時 ） Khuplianlam 
TUNGNUNG。参加教員：川北健雄（ワークショップの
チーム指導を担当）。 
4) StefanTischer 教授は 2012 年から ENSP（École 





EMiLA の共通カリキュラムの 2 年間とするかを示して
いる。EMiLA プログラムの履修学生は、この 2 年間のう







図 1	 EMiLA の履修期間（EMiLA Pocket Guide より）  
表 1	 二つのワークショップの比較表  
ワークショップの名称 Landworks Sardinia 2013 EMiLA Summer School 2013
主催者 The Landworks no profit Cultural Assosiation および Sassari
大学MMLU（Master in Mediterranean Landscape Urbanism）
EMiLA （2013年のホスト校：ENSP（École Nationale Supé
rieure du Paysage））
大きなテーマ 自然環境・文化遺産としてのランドスケープの価値を再発見し、新
たな可能性を見いだすこと。
文化的なランドスケープの変遷に関する問題に焦点を当て、そのデ
ザインの可能性を考究する。
開催歴 2011年より毎年 2009年より毎年
開催地 Sardiniaと近傍の島々。2013年の開催地はMaddalena諸島の
Caprera島。
EMiLAメンバーの5大学が順番にホスト校を担当し、それぞれの国
内で開催。2013年の課題対象地はHaute-Normandie地方。
参加対象学生 自由参加。大学院生を主とするが、学部生も参加可能（事前にCVと
ポートフォリオ提出）
EMiLA修士課程の履修学生および招待校の大学院生
参加学生人数 約60人 27人
指導者人数 招待講師（チームリーダー）7人 参加校の教員14人
実施内容 招待講師によるレクチャーおよび現地でのインスタレーションの制
作と講評会
対象地見学ツアーと専門家による講義およびスタジオでの作業と講
評会
制作物 ランドスケープ・インスタレーション 図面パネルと模型
チーム構成 （学生8～9人＋講師1人）×7チーム （学生4～5人＋教員2～3人）×6チーム
既存の教育制度との関係 MMLUではオプションの授業として位置づけ マスターコースのカリキュラムの一部として実施
ヨーロッパ単位互換制度
（ETSC）における単位数
3単位 5単位（事前学習とレポートを含む）
制度上の授業時間 100時間 80時間（ツアーを含む）および60時間の事前学習とレポート
主な資金源（金銭以外の
支援を含む）
参加費、自治体の支援、その他協力団体の支援 EMiLAに加盟する各大学の負担およびEUからの助成
参加費 1人700ユーロ（宿泊費、食費込） EMiLAメンバーは無料。EMiLA以外の参加者は学生700ユーロ、教
員1,000ユーロ（宿泊費、食費込）
主な費用 宿泊費、食費、招待講師の交通費と謝金、インスタレーションの材
料費、運送費、その他諸経費
宿泊費と食費、専門家への謝金と交通費、その他諸経費
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